
　

南
あ
わ
じ
市
の
今
後
十
年
間
の

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
を
定
め
る

「
南
あ
わ
じ
市
総
合
計
画
」
の
素

案
が
ま
と
ま
り
十
一
月
十
五
日
、

市
総
合
計
画
審
議
会
（
由
井
淳
裕

会
長
、
二
十
人
）
か
ら
中
田
勝
久

市
長
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

「
行
っ
て
楽
し
い
、
住
ん
で
快
適
」

な
ま
ち
の
実
現
を
め
ざ
し
た
提
言

書
も
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
審
議
会
で
は
、
昨
年
十
月
に

市
か
ら
の
諮
問
を
受
け
十
回
の
審

議
会
を
開
催
し
て
素
案
を
作
成
し

ま
し
た
。
素
案
で
は
、「『
食
』
が

は
ぐ
く
む　

ふ
れ
あ
い
共
生
の

都ま

ち市
」
を
将
来
像
と
し
て
定
め
て

い
ま
す
。
施
策
目
標
と
し
て
、
市

民
自
ら
地
域
の
魅
力
を
知
っ
て
全

国
に
Ｐ
Ｒ
、
ふ
る
さ
と
資
源
を
活

用
、
安
全
で
お
い
し
い
食
材
を
地

元
で
消
費
、
祭
や
伝
統
文
化
を
語

り
継
ぐ
、
災
害
に
対
す
る
意
識
を

高
め
る
な
ど
十
九
項
目
を
選
択
。

効
率
的
な
市
政
運
営
を
図
る
た

め
、「
ま
ち
の
あ
る
べ
き
姿
」
を

示
す
と
と
も
に
、
具
体
的
数
値
目

標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

由
井
会
長
は
「
恵
ま
れ
た
自
然

美
や
歴
史
遺
産
、
す
ば
ら
し
い
食

材
な
ど
を
生
か
し
て
観
光
客
を
増

や
し
て
産
業
の
発
展
に
つ
な
げ
る

こ
と
」
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
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▲中田市長に総合計画の素案を手渡す由井会長（右）

南
あ
わ
じ
市
総
合
計
画

総
合
計
画
審
議
会
か
ら
答
申

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
の
方
を

対
象
に
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
改
善
教

室
」
を
緑
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
て
い
ま
す
。
十
月
二
十
七

日
に
は
、
同
教
室
の
「
健
康
増
進

プ
ラ
ン
づ
く
り
」
が
開
催
さ
れ
、

四
十
二
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
症
候
群
は
、
腹
囲
男
性
八
五

㎝
、
女
性
九
〇
㎝
以
上
に
加
え
、

高
血
糖
、
高
脂
血
症
、
高
血
圧
の

う
ち
二
つ
以
上
に
当
て
は
ま
る
場

合
を
指
し
ま
す
。
町
ぐ
る
み
健
診

の
九
千
五
百
二
十
八
人
の
受
診
者

の
う
ち
、
約
十
九
％
が
同
症
候
群

に
該
当
し
て
い
ま
し
た
（
二
十
二

頁
に
関
連
記
事
）。

　

こ
れ
ら
の
人
を
対
象
に
し
た
同

教
室
は
、
九
月
か
ら
開
催
さ
れ
、

五
十
五
人
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、問
診
と
身
体
測
定
、

握
力
や
足
の
筋
力
を
測
定
し
て
そ

の
数
値
を
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
。
現

在
の
運
動
や
食
事
、
生
活
の
バ
ラ

ン
ス
が
種
類
別
に
五
段
階
に
評

価
、
そ
れ
ぞ
れ
の
改
善
ポ
イ
ン
ト

を
示
し
た
プ
ラ
ン
が
自
動
作
成
さ

れ
ま
し
た
。
保
健
師
か
ら
も
プ
ラ

ン
に
基
づ
い
た
、
生
活
指
導
が
あ

り
ま
し
た
。

▲ストレッチ体操の指導を受ける参加者

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
改
善
教
室

あ
な
た
に
合
わ
せ
た
健
康
プ
ラ
ン
づ
く
り

　

生
涯
学
習
活
動
の
拠
点
施
設
と

し
て
、
潮
美
台
地
区
に
公
民
館
が

建
設
さ
れ
ま
す
。
平
成
十
九
年
三

月
三
十
日
の
完
成
予
定
。

　

同
地
区
は
、
約
二
十
五
年
前
に

島
内
最
大
の
住
宅
団
地
と
し
て

開
発
さ
れ
、
十
一
月
一
日
現
在
、

五
百
十
三
世
帯
、
千
四
百
七
十
四

人
が
居
住
し
て
い
ま
す
。
建
設
場

所
は
、
公
共
下
水
道
へ
の
つ
な
ぎ

替
え
に
よ
り
役
目
の
終
え
た
「
潮

美
台
下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
」
が

あ
っ
た
潮
美
台
二
丁
目
二
二
番
地

三
。
建
物
は
、
鉄
骨
瓦
葺
平
屋
建

で
、
外
観
は
地
域
の
輪
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
丸
み
を
帯
び
て
い
ま
す
。

施
設
内
部
に
は
、
多
目
的
ホ
ー
ル

や
調
理
室
、
会
議
室
、
事
務
所
な

ど
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

十
月
三
十
日
、
建
設
現
場
で
工

事
の
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、
関

係
者
ら
約
四
十
人
が
出
席
し
ま
し

た
。
席
上
、
中
田
市
長
は
「
生
涯

学
習
の
場
だ
け
で
な
く
、
地
域
交

流
、
世
代
交
流
の
拠
点
と
な
る
よ

う
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

▲工事の安全を祈願する中田市長

工
事
の
安
全
を
祈
願

潮
美
台
に
公
民
館
を
建
設

　

松
帆
古
津
路
老
人
会
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
会
（
波
戸
政
義
代
表
、

二
十
五
人
）
は
、
十
月
十
五
日
、

南
あ
わ
じ
市
西
淡
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
防
風
用
の
柵

を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
六
年
九
月
の
台
風
二
三

号
に
よ
り
、
同
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
周

り
に
設
置
さ
れ
て
い
た
柵
の
大
半

が
破
損
。
海
か
ら
の
風
に
よ
り
砂

浜
の
ゴ
ミ
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
入
っ

た
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
砂
が
飛
ば

さ
れ
た
り
す
る
こ
と
か
ら
、
同
会

が
設
置
し
ま
し
た
。

　

柵
は
農
業
用
の
防
風
ネ
ッ
ト
を

木
杭
で
支
え
て
い
ま
す
。
高
さ
は

約
一
五
〇
㎝
長
さ
約
一
五
〇
ｍ

で
、
二
ｍ
間
隔
に
杭
が
１
本
ず
つ

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

▲波戸さんらが寄贈・設置した防風用の柵

住
民
グ
ル
ー
プ
が
寄
贈

西
淡
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
防
風
用
の
柵

　

秋
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
能
な

ど
数
々
の
事
業
へ
の
ご
参
加
、
ご

活
躍
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

三
位
一
体
改
革
を
は
じ
め
国
・

県
の
施
策
の
影
響
や
市
が
抱
え
る

数
多
く
の
課
題
に
よ
り
、
行
財
政

改
革
を
断
行
す
る
た
め
に
、
予
算

が
極
端
に
縮
小
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
将
来
の
基
礎
づ
く
り
と
な
る

少
子
化
対
策
や
市
民
の
命
を
守
る

防
災
対
策
な
ど
の
重
要
課
題
に
は

積
極
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、市
長
と
し
て
、

国
や
県
に
太
い
パ
イ
プ
を
持
ち
、

現
場
の
状
況
や
意
見
を
伝
え
、
本

市
の
行
政
運
営
に
役
立
て
る
こ
と

も
大
き
な
責
務
の
一
つ
で
す
。

　

先
日
、
中
川
自
民
党
幹
事
長
に

お
会
い
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
武

部
前
幹
事
長
や
西
村
衆
議
院
議
員

な
ど
国
会
議
員
の
先
生
方
に
も
お

世
話
に
な
り
、
国
土
交
通
省
へ
は

東
南
海
・
南
海
地
震
・
風
水
害
防

災
対
策
と
し
て
各
種
事
業
の
対
応

を
繰
り
返
し
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
。

　

幸
い
に
し
て
、
福
良
湾
対
策
を

国
・
県
・
市
が
共
に
力
を
注
ぎ
具

体
的
な
施
策
を
検
討
し
て
ま
い
っ

た
福
良
湾
津
波
対
策
検
討
委
員
会

か
ら
の
提
言
と
し
て
一
定
の
方
向

性
が
出
ま
し
た
。

　

防
潮
堤
の
遠
隔
操
作
や
情
報
の

収
集
伝
達
を
行
い
避
難
高
台
を
兼

ね
防
災
研
修
等
多
目
的
利
用
が
で

き
る
津
波
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

建
設
や
防
潮
堤
の
延
伸
、
自
主
防

災
組
織
の
構
築
を
は
じ
め
と
す
る

「
津
波
に
よ
る
死
者
ゼ
ロ
」
を
目

標
と
し
た
住
民
の
防
災
意
識
を
高

め
る
対
策
、
福
良
地
区
で
行
う
防

災
対
策
が
全
国
に
モ
デ
ル
と
な
り

う
る
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
事
業
両
面
に
わ
た
る

協
議
内
容
が
ま
と
め
ら
れ
ま
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
屋
内

外
告
知
シ
ス
テ
ム
や
携
帯
電
話
を

活
用
し
た
迅
速
な
情
報
伝
達
な
ど

推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

万
一
の
災
害
復
興
対
策
の
一
環

で
あ
る
県
の
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済

に
つ
い
て
、
県
下
で
最
大
の
被
害

が
予
想
さ
れ
る
本
市
の
加
入
率
が

低
く
、
是
非
と
も
ご
加
入
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

現
況
届
の
提
出
が
不
要
に
な
り
ま
す

次
に
該
当
す
る
方
は

現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す

・
社
会
保
険
庁
で
保
有
し
て
い
る

本
人
基
本
情
報
と
住
民
基
本

台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
の
情
報
が
相
違
し
、
住
民
票

コ
ー
ド
を
確
認
で
き
な
い
方

（
住
民
票
コ
ー
ド
を
確
認
で
き

な
か
っ
た
方
に
は
、
社
会
保
険

庁
か
ら
そ
の
旨
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
）

・
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
に
参
加
し
て
い
な

い
市
町
村
に
お
住
ま
い
の
方

・
外
国
籍
（
外
国
人
登
録
）
の
方

・
外
国
に
お
住
ま
い
の
方

加
給
年
金
額
対
象
者
の
生
計

維
持
確
認
や
診
断
書
の
提
出

は
引
き
続
き
必
要
で
す

・
加
給
年
金
額
を
受
け
ら
れ
る
か

ど
う
か
生
計
維
持
の
確
認
が

必
要
な
方
は
、
社
会
保
険
庁
か

ら
送
付
す
る
「
生
計
維
持
確
認

届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
障
害
の
程
度
を
確
認
す
る
た
め

に
医
師
に
よ
る
診
断
書
が
必

要
な
方
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら

送
付
す
る
「
診
断
書
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
が
な
い
場
合
、
年
金
の
支

払
い
が
一
時
止
ま
り
ま
す
。

問
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
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国
民
年
金
や
厚
生
年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年
誕
生
月
に
現

況
届
を
ご
提
出
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
現
況
確
認
を
行
う
こ
と
と
な

り
、
原
則
と
し
て
現
況
届
の
提
出
が
不
要
と
な
り
ま
す
（
12
月
の
誕

生
日
を
迎
え
る
方
か
ら
）。

年
金
出
張
相
談

▽
日
時　

12
月
１
日
（
金
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

▽
申
込
み　

市
民
課
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